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海外においては、小児・思春期世代のがん患者が妊孕性温存の情報を切望し、妊孕性温存療法実

施に際して自ら意思決定する傾向があるとの報告がある(Quinn, 2011)。一方、本邦においては、

妊孕性温存療法実施に際して保護者の同意を重視し、小児・思春期世代のがん患者に対する情報

説明とインフォームドアセントが十分でないとの報告がある(西村, 2009)。そこで、H29-R1年度

厚生労働化学研究費補助金がん対策推進総合研究事業研究「小児・AYA世代がん患者のサバイバ

ーシップ向上を志向した妊孕性温存に関する心理支援体制の均てん化に向けた臨床研究（Ｈ２９

－がん対策－一般－００８）：研究代表者 鈴木直」では、小児・思春期世代がん患者に対する妊

孕性温存療法の支援体制構築を志向して、小児血液・がんを専門とする医師の情報提供に関する

現状を把握し、先行する海外の支援体制を参考にそのあり方を提案する目的として研究を進め

た。そして、「研究③：小児・思春期のがん患者とその親に対する妊孕性温存に関する調査研

究」では、これまで進めてきた、小児・思春期がん患者に対する妊孕性温存の領域で先進的な医

療を提供している欧米の施設への訪問調査や、小児・思春期がん患者を扱う米国の医療者の意識

調査を通じて、本邦における小児・思春期がん患者への妊孕性に関する情報提供システムの構築

を目的に、実態調査と二つの動画開発（幼少期編と思春期編）を行った。そして、幼少期編とし

ては、インフォームドアセント取得を目指した卵巣組織凍結に関する動画を作成し、又思春期編

としては、インフォームドアセントからコンセント取得を目指した、小児・AYA世代がん患者を

対象とした妊孕性温存療法（精子凍結、卵子凍結、受精卵凍結、卵巣組織凍結）に関する動画を

完成させた。R2-R4年度の本厚労科学研究班では、まず R2年度に小児・思春期世代がん患者に対

する妊孕性温存に関する動画を評価し検証することを目的として研究を進めた。最終的に、本動

画（幼少期編と思春期編）を全国のがん診療施設に配布予定としている。 
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Ａ．研究目的 

本研究の目的は、小児がん診療拠点病院の医療

従事者を対象として、H29-R1 年度厚労科研鈴木

班で作成した妊孕性温存に関する情報提供用の動

画（幼少期編と思春期編）の評価並びに検証を行

うことである。 

 

Ｂ．研究方法 

R2年 9月 9日に、Google meetによる web班会

議を開催し、研究班メンバーにより、事前に配布

した動画（幼少期編と思春期編）に関する評価を

行った。その結果、以下の意見が出された。幼少

編：「治療が悪者になってしまっている。卵巣に

対しては悪いことをしているが、腫瘍に対しては

いいことをしていることを表現できるよう改善の

余地あり。」、「可愛らしくてよかった。小児科

医が患者に説明をするが、実臨床では CLS

（Child Life Specialist）や看護師も関わって

いるため、その方々にも動画を見てもらいコメン

トをもらうのはどうか。動画以外にもいつでも見

直せるような年齢に合わせたパンフレットのよう

なものがあれば有用ではないか。」、「「ドクタ

ーヒーロー」のような医師を美化する表現を改善

する余地あり。「たからもの→卵巣」、「ピンク

パワー→お薬」など比喩的な表現をもう少し具体

化した方がわかりやすい。同様に、CLSや看護師

と、小児がんサバイバーの ご両親にも見てもら

うのも良いか。」、幼児期、思春期の間の年齢層

向けの動画がもう一つあってもいいのではない

か。」、「比喩的な表現でわかりにくいところが

ある。」、「小学校低学年くらいから「がん」と

いう言葉はあっても良い。」。思春期編：「わか

りやすくて良い。」。以上より、「患児にこの動

画の視聴を進めたいか？又、診療でこの動画を導

入したいか？」に関するアンケート調査を行う方

針となった。アンケート調査の概要は以下の如く

である。【アンケート名】妊孕性温存療法の説明

動画開発のための動画評価アンケート 

【アンケート期間】R2年 12月〜R3年 1月 

【アンケート対象者】小児がん拠点病院の医師、

看護師、心理士、CLS 

なお、本アンケート調査は、聖マリアンナ医科大

学生命倫理委員会にて承認を得た（承認番号 第

4786号）。 

今後は、本動画（幼少期編と思春期編）を医師や

看護師そして CLS等の医療者に視聴してもらい、

その意見を元に動画を改変し、その後、実臨床に

導入できるよう進めていく方策を立てた。 

 

Ｃ．研究結果 

回答者背景（総回答者数=56名） 

 

 

幼少期編動画に対するアンケート結果 
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思春期編動画に対するアンケート結果 
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Ｄ．考察 

幼少期編動画に対するポジティブな意見として

は、「わかりやすかった（66%）」、「小児にも

安心して見せることができる（64%）」、「本動

画を妊孕性温存の情報提供や説明する際に使用し

たい（62%）」、その他は「優しい雰囲気でキャ

ラクターが可愛い」などであった。一方、幼少期

編動画に対するネガティブな意見としては、「テ

ンポが早い」、「比喩表現が多くてわかりづら

い」、「治療が「悪者」になってしまってい

る」、などであった。 

思春期編動画に対する意見は、「イラストのタ

ッチが温かくて良い」、「わかりやすい」、「患

者の注意を引いて話の導入がしやすい」、など幼

少期編と比べてポジティブなご意見が多かった。 

 

Ｅ．結論 

本研究結果を踏まえて、幼少期編動画を改変し

新規に作成する方針に至った。R3年度は、改変
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版（案）を作成し、研究班メンバーを対象にして

評価・検証を行う方針とした。改変版が完成した

後、全国のがん経験者やご家族等を対象として、

動画（幼少期編（改変版）と思春期編）の評価・

検証を目的としたアンケート調査を行う。これら

研究成果をもとに、R4年度には「小児・AYA世代

がん患者に対する妊孕性温存に関する IA/ICの手

引き」を完成させる予定である。 

 

Ｆ．健康危険情報 

  総括研究報告書にまとめて記入 

 

Ｇ．研究発表 

 1.  論文発表 

なし 

 2.  学会発表 

なし 

 

Ｈ．知的財産権の出願・登録状況 

  （予定を含む。） 

 1. 特許取得 

 なし 

 2. 実用新案登録 

 なし 

 3.その他 

 なし 

 

 


